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疑義解釈資料の送付について（その16）

「診療報酬の算定方法の一部を改正する件 （平成24年厚生労働省告示第76」

号）等については 「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項、

について （平成24年３月５日保医発0305第１号）等により、平成24年４月１」

日より実施することとしているところであるが、今般、その取扱いに係る疑義

照会資料を別添のとおり取りまとめたので、参考までに送付いたします。
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〈 別 添 〉

医科診療報酬点数表関係

【入院基本料等加算】

（問１）Ａ224無菌治療室管理加算１に関する施設基準に「室内の空気清浄度が、

、 。」患者に対し無菌治療室管理を行っている際に 常時ISOクラス６以上である

とあるが、設定目標値がISOクラス７であっても、HEPAフィルターを通した空

気を１時間あたり12回以上換気することによって、実際の測定値が常時ISOク

ラス６以上である場合については、当該施設基準を満たすのか。

（答）当該施設基準を満たす。ただし、この場合において当該加算を算定する際は、

室内の患者付近の空気清浄度を患者入室時及び週に１回以上測定し、状況を確認

し記録することが必要である。

（問２）Ａ224無菌治療室管理加算１に関する施設基準に「当該治療室の空調設備

が垂直層流方式、水平層流方式又はその双方を併用した方式である 」とあ。

るが、空気の流れが壁から対壁への層流になっていない場合であっても、以

下を全て満たす室については、当該施設基準を満たすのか。

・当該個室内が陽圧である

・空調設備の送気口が１か所である

・患者頭部にはHEPAフィルターを通した送気口からの直接の空気だけが流れ、

患者の直上にある空気がそれ以外の場所を経て再度患者の頭上に戻ってくる

ことがない

（答）当該施設基準を満たす。この場合、当該加算を算定する日にあっては、病室の

陽圧状態を煙管（ベビーパウダー等を用いて空気流の状況を確認する方法で代用

可能）又は差圧計等によって点検し、記録をつける。

ただし、差圧計はその位置によって計測値が変わることに注意する。差圧計に

よって陽圧の確認を行う場合、差圧計の動作確認及び点検を定期的に実施するこ

と。

なお、下記のいずれかに該当する場合は、当該施設基準を満たさないため留意

されたい。

・垂直層流方式及び水平層流方式双方を併用した方式以外で、送気口が２か所以

上ある場合又は送気が多方向性になっている場合

・送気口及び吸気口が双方とも同一の壁面（天井を含む ）にある場合（空気の。

流れが一方向になるよう隔壁等で送気口と吸気口の間を区切っている場合を除

く ）。
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※ ただし、平成24年３月31日時点において、送気口及び吸気口が双方とも同

一の壁面（天井を含む ）にある場合については、当面の間、その他の要件。

を満たす場合に限り、当該施設基準を満たすこととする。

・HEPAフィルターを通していない空気が患者の頭上に流れる場合

・HEPAフィルターを通った空気が流れる個室にさらに可動式のアイソレーターを

入れる場合

・床置き式の空気清浄機や可動式のアイソレーターのみで管理を行う場合

（問３）Ａ224無菌治療室管理加算１に関する施設基準に「個室であること 」と。

あるが、医療法の届出上、多床室として届出られている部屋であっても、常

時個室として使用し、その他の基準を全て満たす場合には、当該施設基準を

満たすものとして届出は可能か。

（答）可能。その場合、別添７の様式26の２の届出添付書類における「病床数」につ

いては、当該室１室につき１床と記載すること。また、当該室を多床室として使

用する場合は、無菌治療室管理加算１の届出を取り下げるか、無菌治療室管理加

算２として届出をし直す必要があることに留意すること。

【検査】

（ ） 、 「 」問４ 悪性中皮腫の診断を目的に 胸水を検体としてＤ007血液化学検査の 39

ヒアルロン酸を実施した場合は、所定点数を算定することができるか。

（答）不可。




